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第1部 外国人患者受入れ医療機関対応支援事業 概要説明
 夜間・休日ワンストップ窓口
 希少言語に対応した遠隔通訳サービス

第2部 夜間・休日ワンストップ窓口から
 外国人患者初診受付について

・事前準備
・受付時のポイント
・事例紹介

第3部 希少言語に対応した遠隔通訳サービスから
 サービスの登録方法
 サービスの利用方法（デモンストレーション動画）

第4部 質疑応答

アジェンダ
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第1部 外国人患者受入れ医療機関対応支援事業 概要説明

夜間・休日ワンストップ窓口

対 象 医療機関関係者
地方公共団体の担当者

電 話 番 号 03-6371-0057

対 応 時 間
平日＝午後5時～翌午前9時
休日＝24時間（土・日・祝日、年末年始）
年末年始：2026年12月29日～2027年1月3日

相 談 内 容

ご相談に対する情報の提供や提案・助言
●医療機関案内、通訳・翻訳サービス案内
●支払いサポート関連
●院外機関での手続き案内
●状況の把握・情報の整理
●死亡・重篤案件への対応

など、様々なご相談に対応
利 用 料 無料（※通話料は利用者負担）

問 合 せ 先
日本エマージェンシーアシスタンス（株）
RMS部 ワンストップ窓口担当
03-6371-1701 onestop@emergency.co.jp

希少言語に対応した遠隔通訳サービス
対 象 医療機関（歯科医院、助産所を含む）
電 話 番 号 利用登録後にお知らせします。
対 応 時 間 24時間 365日

対 応 言 語
17言語

タイ語、マレー・インドネシア語、ネパール語、
モンゴル語、タミル語、ベトナム語、クメール
語、ヒンディー語、ミャンマー語、タガログ語、
ベンガル語、ロシア語、ウクライナ語、フラン
ス語、イタリア語、ドイツ語、アラビア語

登 録 料 無料（更新手数料なし）

利 用 料 最初の10分間は1,500円
以降5分毎に500円（ウクライナ語は無料）

問 合 せ 先
（株）ブリッジ マルチリンガル ソリューション
03-6630-6712（平日9:30～18:00）
03ｰ4332ｰ1288（上記時間以外）

そ の 他 ご利用には事前登録が必要です。
緊急時には上記問合せ先へご相談ください。
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第2部 夜間・休日ワンストップ窓口

●外国人患者初診受付について
(日本の公的医療保険未加入の訪日外国人の場合)

【事前準備】
１⃣ 外国人患者の分析とルール作り
２⃣ 多言語化
３⃣ 訪日外国人向け医療費の設定
４⃣ 支払いについて
５⃣ 利用できるサービスの確認

【受付時のポイント】
１⃣ チェックリストの活用
２⃣ 配慮が必要な重要ポイント

【事例紹介】
訪日外国人観光客の医療費支払い対応について
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【事前準備】

１⃣ 外国人患者の分析とルール作り
① 外国人患者来院データの分析 （地域の特性など）

 外国人患者来院の頻度
 診療科（症状）の傾向
 使用言語の傾向

② 対応手順の策定
 受付手順（チェックリスト、必要書類の準備）
 支払手順（概算医療費の伝え方、会計方法）

③ 導線の確保
 診療後、必ず会計へ寄るような導線の設定

厚生労働省「訪日外国人患者の受け入れを円滑に行うための入門
ガイドブック」をご参照ください。 厚生労働省

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/
bunya/0000173230_00007.html

第2部 夜間・休日ワンストップ窓口 ●外国人患者初診受付について

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000173230_00007.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000173230_00007.html
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【事前準備】

２⃣ 多言語化
① 掲示物の多言語化

 施設案内
受付、診察室、検査室、会計、トイレなど

 手続き案内
受付から会計までの流れや会計方法の説明など
 外国人患者の国や文化により、医療機関の受診方法はさまざま
 受付から支払いまでの流れを説明することが重要

② 文書の多言語化
 厚生労働省「外国人向け多言語説明資料一覧」

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryo
u/kokusai/setsumei-ml.html

第2部 夜間・休日ワンストップ窓口 ●外国人患者初診受付について

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/kokusai/setsumei-ml.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/kokusai/setsumei-ml.html


7

【事前準備】

３⃣ 訪日外国人向け医療費の設定
自由診療となる訪日外国人の医療費設定の考え方

A
標準的な診療報酬に追加料金
を加算する方法

診療報酬1点＝10円で計算し、一定額を加算。
［例］
日本の公的医療保険未加入の外国人診察手数料＝○○円
診断書の英文への翻訳費用＝○○円 など

B
診療報酬点数を基準に、その
倍数とする方法

訪日外国人患者向けとして、診療報酬1点＝10円に、その〇
倍として計算する。

C
外国人向けパッケージ料金を
設定する方法

診療報酬点数にかかわらず、独自に料金を設定。
基本診療+診断書代+処方薬代＝○○円 など

第2部 夜間・休日ワンストップ窓口 ●外国人患者初診受付について



8

【事前準備】

４⃣ 支払いについて
① 支払手段

 クレジットカード
 QRコード決済
 ICカード等のタッチ決済

国内外で現金払いをしないキャッシュレス化が進んでいる
物理カードがないクレジットカードも増えている（スマホ決済）

② デポジット（預り金）の検討
 診療前に一定額を預かること
 想定される医療費より多く預かることにより、診療後に精算（返金）が

必要となり、患者が会計に寄ることになる
夜間・休日など会計担当者が不在でも、有効な未収金予防策となる

第2部 夜間・休日ワンストップ窓口 ●外国人患者初診受付について
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【事前準備】

５⃣ 利用できるサービスの確認
① 通訳・翻訳サービス

 加入している医師賠償責任保険に通訳サービスが付帯していないか
 地域の公共団体が運営する遠隔通訳サービスや通訳派遣サービスがないか
 民間の医療通訳サービスと契約がないか（部署間での共有が必要）
 【厚生労働省】「希少言語に対応した遠隔通訳サービス」への登録

② 相談窓口
 【厚生労働省】「夜間・休日ワンストップ窓口」
 地方公共団体が運営する「外国人患者に係る医療機関向け相談窓口」

第2部 夜間・休日ワンストップ窓口 ●外国人患者初診受付について

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/newpage_00015.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/newpage_00020.html


10

【受付時のポイント】

１⃣ チェックリストの活用
厚生労働省
『海外からお越しの患者さんへ受付で行う8つの
チェックポイント』
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bun
ya/0000202921_00012.html
 チェックポイントの確認後に診療を行う
 診療申込書に記入していただきながらチェック
する（次のスライド参照）

第2部 夜間・休日ワンストップ窓口 ●外国人患者初診受付について

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000202921_00012.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000202921_00012.html
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①言語の確認
②来院目的
③診療申込書
④本人確認
⑤医療費の目安
⑥支払方法の確認
⑦医療費に関する要望
⑧もう一度チェック

①～④についてはチェック
ポイント確認時に記入して
いただくとよい。

厚生労働省「外国人向け多言語説明資料一覧」『診療申込書』
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/ir
you/kokusai/setsumei-ml.html

厚生労働省「外国人向け多言語説明資料一覧」『診療申込書』（英語版）

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/kokusai/setsumei-ml.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/kokusai/setsumei-ml.html
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【受付時のポイント】

２⃣ 配慮が必要な重要ポイント

① 患者が医療機関を離れる前に、医療費の支払いを完了していただく

② 患者が医療費の支払いを完了できないまま、医療機関を離れる場合の対処

③ 海外旅行保険への対応

第2部 夜間・休日ワンストップ窓口 ●外国人患者初診受付について
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【受付時のポイント】

２⃣ 配慮が必要な重要ポイント
① 患者が医療機関を離れる前に、医療費の支払いを完了していただく

患者が医療費の支払いを完了しないまま、医療機関を離れると
医療費の回収は格段に難しくなる

【対策】
 診察前に、概算医療費を提示し、支払方法を確認する

 主な診療における医療費のリストを作成するとよい
 デポジット（預り金）を預かり、診療後の会計時に精算（返金）を行う

 概算医療費より多めに預かることで未収金の心配はなくなる
→ 預り金が少ないと、不足分の回収が難しくなる

 夜間・休日等の会計担当者が不在でも対応可能となる
→ 5万円以上を預かる医療機関もある

第2部 夜間・休日ワンストップ窓口 ●外国人患者初診受付について
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【受付時のポイント】

２⃣ 配慮が必要な重要ポイント
② 患者が医療費の支払いを完了できないまま、医療機関を離れる場合の対処

※患者が医療機関にいる間に行うことが重要
1. 医療機関にいる間にできるだけ多く支払っていただく
 複数のクレジットカードを利用
 クレジットカードの利用枠を引き上げる
 近隣のATMで現金引き出し、母国の銀行口座から国際ATMで出金

2. 具体的な支払計画を立て、支払いに関する誓約書に署名をもらう
 支払期日を設定し、支払いに遅延があった場合は必ず督促する
 帰国後も患者と必ず連絡が取れるよう本人以外にも勤務先や家族等の

連絡先を確認
3. 厚生労働省 『訪日外国人受診者医療費未払情報報告システム』を説明
 医療費の未払いがあると、次回以降の日本への入国が難しくなること

→上記サイトにある厚生労働省のポスターを院内に掲示する

第2部 夜間・休日ワンストップ窓口 ●外国人患者初診受付について

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000202921_00012.html
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【受付時のポイント】

２⃣ 配慮が必要な重要ポイント
③ 海外旅行保険への対応

原則として、患者にはかかった医療費全額を当日窓口で支払っていただく
→後日、患者自身で保険会社に保険金の請求
 保険に加入していても、費用全額が補償されるわけではない
 保険会社もしくは国内の医療アシスタンス会社から支払保証書を受領しな

い限り、患者に全額支払っていただく
 海外の保険会社との直接交渉は以下の理由で避けた方がよい

 言語面や時差などにより交渉に困難が伴う
 医療費の支払遅延や医療費の一部しか支払われないこともある
 海外送金（外貨）による為替差損の恐れもある

※患者から保険会社に日本の医療アシスタンス会社を介すよう要望
するとよい

第2部 夜間・休日ワンストップ窓口 ●外国人患者初診受付について



16

【事例紹介】

訪日外国人観光客の医療費支払い対応について

◆相談内容
入院中の訪日外国人観光客（概算医療費200万円）の医療費支払いについて相談。
患者は海外旅行保険に加入しており、「保険会社から病院に届いたメールに請求
書等を添付して返信すれば医療費が支払われるので、自分では支払わない」と主
張。
本日中に退院可能な状態だが、病院としてどのように対応すべきか。

第2部 夜間・休日ワンストップ窓口 ●外国人患者初診受付について
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◆対応内容
当窓口から以下を案内した。
• 医療費は退院前に患者に全額支払ってもらうのを基本とするように。
• 海外の保険会社との直接交渉は、言語や時差、送金の遅延・為替差損などのリス
クがあるため、患者側に「日本の医療アシスタンス会社を介して病院に連絡を取
るように」と保険会社に依頼することをお勧めする。

• 保険会社もしくはアシスタンス会社から「支払保証書」が発行されない限り、患
者または関係者に医療費を支払ってもらうことを徹底。補償外の費用は患者負担
とするように。

• 支払方法としてクレジットカードの利用限度額の引き上げ、国際ATMでの現金引
き出し、家族からの送金などを提案。

※その後、ご相談者から、患者が複数のクレジットカードを利用して全額支払いを
完了したとのご報告をいただいた。

第2部 夜間・休日ワンストップ窓口 ●外国人患者初診受付について
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第3部 希少言語に対応した遠隔通訳サービス

●サービスの登録方法

●サービスの利用方法

●サービス利用にあたっての留意点

株式会社BRIDGE MULTILINGUAL SOLUTIONS
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・厚生労働省 事業案内：
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/newpage_00015.html

（１）申込書類をダウンロードしましょう

（２）登録申込書に必要事項を記入し、事務局に送付

厚生労働省、事務局ホームページより以下の書類をダウンロードしましょう。
①希少言語に対応した遠隔通訳サービスのご案内
②サービスのご利用方法
③登録申込書

（３）事務局登録後、利用案内が送付されます

ホームページ参照先

申込書はFAX、もしくはメールにてお送りください。
※お急ぎでのご利用を希望される場合は、事務局へお電話にてお問い合わせください。

登録申込書に記載いただいたご連絡先に通訳サービスを提供する電話番号が記載されたご利用案内等をお送りいたし
ます。案内が届きましたら、ご利用が可能となります。

厚生労働省 希少言語

第3部 希少言語に対応した遠隔通訳サービス ●サービスの登録方法

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/newpage_00015.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/newpage_00015.html
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第3部 希少言語に対応した遠隔通訳サービス ●サービスの利用方法

（１）通訳を利用する患者のための準備
【言語指差し表】 【患者向け資料】

外国人患者来院時に話せる言語を確認するための
ツールです。言語の確認と通訳サービスを利用する
ことを説明することができます。

電話通訳サービスについて説明するためのツールです。
サービス、利用料金、注意事項の説明資料と利用同意書として利用
いただけます。※17言語分をご用意しております。
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第3部 希少言語に対応した遠隔通訳サービス ●サービスの利用方法

（2）通訳を利用するスタッフのための準備①
院内スタッフ向けの準備をしましょう。
□使い方を医師、スタッフに伝えましょう。

本事業で提供する以下ツール等を活用しましょう
 希少言語に対応した遠隔通訳サービスのご案内
 （電話番号入り）サービスのご利用方法
 言語指さし表

□医師やスタッフが利用しやすいように工夫してみましょう。
実際に利用するときに使いやすいよう、マニュアルの準備や番号登録等を行いましょう。
【例１】簡単な使い方マニュアル、利用案内をで電話機の近くに常備する。
【例２】電話機に本事業の通訳電話番号の短縮ダイヤルを設定し、わかりやすいところに掲示する。

□実際にテストコールしてみましょう。（テストコールは無料です。通信料のみご負担ください。）
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第3部 希少言語に対応した遠隔通訳サービス ●サービスの利用方法

↑【①希少言語に対応した遠隔通訳サービスのご案内】

（2）通訳を利用するスタッフのための準備②
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第3部 希少言語に対応した遠隔通訳サービス ●デモンストレーション動画

2者間通訳・・・受付編 診察編

3者間通訳・・・予約変更編

※アーカイブ動画をご参照ください。
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第3部 希少言語に対応した遠隔通訳サービス ●サービスの利用にあたっての留意点

ポイント

・一度に通訳をする内容が多い場合には、通訳者側にて区切って通訳を行う場合もあります。

・電話通訳は現場に通訳者が向かわず、遠隔で通訳対応を行います。視覚情報が取得できないため、
曖昧な指示語は使わずに具体的な指示語をご利用ください。

・通訳者は仲介者となります。「足さない・引かない・変えない」の 3原則にて対応いたします。
そのため、医療機関担当者や患者から通訳者へ意見を求める質問等にはお答えできません。

例 あっち 向かって右に/指さしている方に これ この書類（具体名）は

感染症対策

・周囲の状況によってはスピーカーの音声が聞き取りにくい、通訳者に音声が届かない場合もございます。
その場合には、比較的静かな場所へご移動して、通訳をご利用いただくことを推奨しております。

・上記対応が難しく、端末の受渡にて通訳対応を実施せざるを得なかった際には、通訳終了後に端末の消毒を実施いただくなど、
定期的に端末の消毒・ふき取りを実施の上、ご利用ください。



25

第3部 希少言語に対応した遠隔通訳サービス ●サービスの利用にあたっての留意点 2者間､3者間通訳とは

2者間通訳：受付・診察室など対面時

又は
スピーカー設定

3者間通訳：電話での問合せ時
外国人患者 医療機関 スタッフ

【１】 2者間通訳サービス
○ 受付等、現場に外国人患者が来院されるなど、言葉にお困りの際の現場
での電話通訳

【利用の流れ】
① 外国人患者が来院されるも、言語が分からない
② 手順書を外国人患者に提示する
③ 医療機関スタッフにて通訳番号に電話。厚生労働省委託事業 希少言語

に対応した遠隔通訳サービスセンター通訳者が電話に出ます
④ 医療機関スタッフは外国人患者と電話を交互に受け渡し(又はスピー

カー機能を使用)することで、電話先の通訳者を介し、コミュニケー
ションを取ることができます

【２】 3者間通訳サービス
○ 電話を通じて3者にて通訳を行う方式。電話内のグループ通話機能を利
用し、外線等の外部からの入電にも対応可能

【利用の流れ】
① 外国語を話す患者から入電

 ⇒医療機関スタッフ一旦受け
 ⇒「3者間設定(②番へ)」

② 電話を保留にし、専用番号へ電話して下さい
③ ３者間同時通話の状態になり、通訳が可能になります
※３者同時通話は簡単な設定変更で利用可能です

参考：2者間・3者間通訳とは

厚生労働省委託事業 希少言語に対応した
遠隔通訳サービスセンター

外国人患者医療機関
スタッフ
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第3部 希少言語に対応した遠隔通訳サービス ●サービスの利用にあたっての留意点 逐語訳とは

希少言語に対応した遠隔通訳サービスは、
『逐次通訳』にて提供しております。

■逐次通訳
話し手がある程度の長さまで発言したあとに、通訳者がまとめて通訳する方法です。
話し手と通訳者が交互に話すため、リアルタイムで訳す同時通訳よりも、正確に伝
えやすいというメリットがあります。

■同時通訳
通訳者が話し手の言葉を聞きながらリアルタイムで通訳する方法です。 
同時に“聞く”と“訳す”を行うため、高い集中力が求められます。
そのため、複数人の通訳者で担当するのが一般的で、通訳者が15分程度で交代しな
がら通訳を行います。国際会議などで使われている手法です。
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第4部 質疑応答

【事前にいただいたご質問】

●夜間・休日ワンストップ窓口

●希少言語に対応した遠隔通訳サービス
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第4部 質疑応答 ●夜間・休日ワンストップ窓口

ご質問 回答
当院がある地域には外国人患者対応に係る平日・日中
の相談窓口がありません。平日や日中に起きた事案に
ついても夜間・休日ワンストップ窓口へ相談してよい
ですか。

夜間・休日ワンストップ窓口の営業時間内であれば、
平日日中に起きた事案についてもご相談ください。ま
た、当窓口からの追加対応等は時間帯にかかわらず、
平日・日中に行わせていただく場合もあります。
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第4部 質疑応答 ●夜間・休日ワンストップ窓口

ご質問 回答
当院で継続治療中の外国人患者がこれまでは自由診療
で治療を行っていたが、途中から日本の公的医療保険
に加入したとして、保険診療に切り替えた。このよう
な対応で問題がないか知りたい。

この患者が、正規に発行された公的医療保険証もしく
は資格確認書を持参している場合は、保険診療に変更
しても問題はありませんが、何らかの疑義がある場合
は、患者が加入する保険者に確認するとよいでしょう。
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第4部 質疑応答 ●希少言語に対応した遠隔通訳サービス

ご質問 回答
他の医療機関では、どのように通訳・翻訳料を患者に
請求していますか？

以下のような請求方法があります。
 通訳や翻訳にかかった実費を請求
 通訳や翻訳にかかった実費に一定額を手数料として
加算して請求

 通訳や翻訳にかかる費用を一定額に設定して請求
等
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ご質問 回答

利用したことがないので、どのような感じで言語を選
択できるのか？分かりやすいですか？

専用の電話番号へご連絡いただき、担当オペレータが
出ましたら、ご希望の言語をお伝えください。言語担
当へかわり通訳対応をいたします。

時間の制限はありますか？ 特にありません。

病院がかけて利用するのですか？それとも患者さん？ ご利用いただく際は、医療機関様よりご連絡ください。

過去の利用者の満足度はいかがですか？
過去当社が対応させていただいた際は、「様々な言語
があり職員、患者ともに満足している」や、「利用し
やすい」等のお声をいただいております。

すぐに希少言語の電話通訳が必要な場合、希少言語の
電話通訳はすぐに通訳者に繋がるのか。通訳者に繋が
らないので断られる場合があるのか。

通訳者の待機状況に応じて速やかにお繋ぎいたします。
ただし、シェア体制での運用となるため、通訳者の稼
働状況によってはお待ちいただく場合がございます。
なお、各言語の応答率は90％以上を維持できる体制に
て対応しております。

第4部 質疑応答 ●希少言語に対応した遠隔通訳サービス
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ご質問 回答

平均的な利用時間/利用料金を教えてください。 平均通訳時間＝17分＝2,500円
最長通訳時間＝59分（6,500円）
基本料金（1,500円）で終了した通訳＝30％

第4部 質疑応答 ●希少言語に対応した遠隔通訳サービス
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ご質問 回答

通訳対応がなかったとしても料金は発生しますか？ 通訳をする前に対応が不要となったり、通訳対応をし
ていない場合は料金は発生いたしません。
通訳対応をした場合のみ料金が発生いたします。

通訳を利用した際は利用ごとの請求となりますか？ ご利用ごとの請求ではなく、月ごとに対応した分を各
月の末日で締めでまとめて請求いたします。
ご利用いただいた場合は翌月の初めにご請求書を送付
いたします。
お支払いは請求翌月末日でお願いしています。

第4部 質疑応答 ●希少言語に対応した遠隔通訳サービス
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ご質問 回答

ムンテラやインフォームドコンセントの通訳も依頼で
きますか？

ムンテラやインフォームドコンセント等の高度な医療
通訳に関しては事前に患者の病状等の医療情報を共有
していただく必要があり、当サービスのように通訳の
予約ができないサービスでは対応できかねます。

英語や中国語にも対応していただけますか？ 事業説明でもご案内した一般の通訳サービスでは対応
が難しい17の希少言語のみの対応しています。
地方公共団体によっては英語、中国語、韓国語などを
含む外国語の電話通訳サービスを行っている地域もあ
ります。地元の都道府県にご確認ください。

第4部 質疑応答 ●希少言語に対応した遠隔通訳サービス
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ご質問 回答

外国人患者が来院する場合、患者に通訳者の同行をお
願いしています。
患者の家族や患者の雇用主等に通訳を依頼しても問題
ないでしょうか？

患者の家族や雇用主等に通訳を依頼した場合、通訳者
にとって都合が悪い内容を患者に伝えないことが考え
られます。例えば、医師からは患者に自宅で静養する
よう指示を出しても、雇用主はそれを伝えず働かせて
しまうことや、深刻な病状の告知などの場合、親族で
あればあえて症状が軽いように通訳してしまうことも
考えられます。通訳につきましては第三者的立場で行
える、通訳サービスを利用するとよいでしょう。

第4部 質疑応答 ●希少言語に対応した遠隔通訳サービス
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ご質問 回答

希少言語に対応した遠隔通訳サービスの通訳は
全員、医療通訳の資格を持っているのか？

すべての通訳者が医療通訳の資格を持っているわけで
はありませんが、社内の医療通訳有資格者による研修
と試験を受け、医療通訳の基礎知識と技能を身につけ
た通訳者が「希少言語に対応した遠隔通訳サービス」
を担当しています。

第4部 質疑応答 ●希少言語に対応した遠隔通訳サービス
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ご質問 回答

「希少言語に対応した遠隔通訳サービス」は
外来以外の場面でも利用可能ですか？

先ほどのデモンストレーション動画でもご案内しまし
たように、予約の変更など外来以外の通訳にも対応い
たしますので、お気軽にご利用ください。

第4部 質疑応答 ●希少言語に対応した遠隔通訳サービス
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厚生労働省 外国人患者受入れ医療機関対応支援事業
受託企業：日本エマージェンシーアシスタンス（株）

夜間・休日ワンストップ窓口
日本エマージェンシーアシスタンス株式会社

RMS部：03-6371-1701 対応時間：平日9:00～18:00 メールアドレス：onestop@emergency.co.jp

希少言語に対応した遠隔通訳サービス
（株）BRIDGE MULTILINGUAL SOLUTIONS（ブリッジ マルチリンガル ソリューション）

電話番号①：03-6630-6712（平日9:30～18:00）
電話番号②：03-4332-1288（平日18:00～翌9:30、休日、年末年始＝24時間）
メールアドレス：mhlw-office@bridge-ms.com
緊急の通訳サービスをご希望の場合は、上記電話番号へご相談ください。

お問合せ先（ご相談、通訳依頼はそれぞれの専用電話番号へお願いします。）

mailto:onestop@emergency.co.jp
mailto:mhlw-office@bridge-ms.com
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